
 

初版 2022 年 5 月(av) PGQP3365-SA_WV-XAE300WUX  (1/4) 

●製品の仕様、付属品およびデザインは予告なく変更する場合があります。記載内容は 2022 年 5 月現在のものです。 
 

 

機能拡張ソフトウェア 
（AI 動体検知/AI 人数カウントアプリケーション（全方位カメラ用）） 

 WV-XAE300WUX 

 

■概要 
 
 

●機能拡張ソフトウェア WV-XAE300WUX（以下、本製品）は、AI 全方位ネットワークカメラ（別売り、以下カ

メラ）をより便利にお使いいただくためのソフトウェアです。本製品をカメラにインストールし、解除キー

を登録することで、下記の機能を選択し利用することができます。 

・ラインを横切った人数をカウントする「ラインクロス人数カウント機能」によるカウント集計 

・エリア内の人数をカウントする「エリア内人数カウント機能」によるカウント集計 

・人の混雑具合を検知する「混雑検知機能（以下、混雑検知）」によるアラーム発報 

・通過・滞留を可視化する「ヒートマップ機能（以下、ヒートマップ）」によるカウント集計 

・検知した動体を自動で判別する「AI 動体検知機能（AI 動体検知）」によるアラーム発報 

 

本製品の設定については、i-PRO 設定ツール（以下、iCT）※1をご使用ください。 

※1 iCT については、以下の URL を参照してください。 

https://japancs.i-pro.com/ 
 

●本製品は、カメラ 1 台ごとに必要です。 

●本製品の対応機種、ソフトウェアバージョンなどの情報は、以下の URL を参照してください。 

https://i-pro.com/jp/ja/support_portal/technical_information ＜管理番号：C0103 ＞ 
 
 

■特長 
 

■ラインクロス人数カウント 

ラインを横切った人物をカウントし、人数カウントの統計情報を提供することができます。 

 

■エリア内人数カウント 

エリア内で検知した人物をカウントし、人数カウントの統計情報を提供することができます。 

 

■混雑検知 

エリア内で検知した人物をカウントし、アラームを発生することができます。 

 

■ヒートマップ 

カメラの画角範囲内を通過・滞留した人物をカウントし、人数カウントを統計したマップ情報を提供すること

ができます。 

 

■AI 動体検知 

●検知した動体が自動車（4 輪車）および人物なのかを AI 技術により判別します。 

●以下の 3 つのモードで動体を検知し、アラームなどを発生することができます。 

 ・侵入検知：あらかじめ設定したエリアに動体が侵入したとき 

 ・滞留検知：あらかじめ設定したエリア内で、動体が一定時間以上滞留したとき 

 ・ラインクロス：動体があらかじめ設定したラインを指定方向に超えたとき     
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■仕様 
 
■全機能共通     

●スケジュール動作内容設定数 2 つまで設定可能（タイムテーブル 1，タイムテーブル 2）    
●スケジュール動作内容 AI 動体検知（検知設定１）、AI 動体検知（検知設定 2）、ラインクロス人数カ

ウント/エリア内人数カウント/混雑検知/ヒートマップ  
   
■ラインクロス人数カウント     
●感度設定     人物判定感度    
●計測結果の保存間隔   15 分、1 時間、12 時間、24 時間    
●保存対象 ラインクロス人数カウント＋エリア内人数カウント、ラインクロス人数カウ

ント＋エリア内人数カウント＋ヒートマップ    
●HTTP 送信の通知先   4 つまで設定可能    
●検知ライン設定数   最大 8 つ    
●検知ライン設定方法   自動設定、手動設定    
●ONVIF Metadata の送信間隔 15 秒、1 分    
 
■エリア内人数カウント/混雑検知     

●感度設定     人物判定感度    
●計測結果の保存間隔   15 分、1 時間、12 時間、24 時間    
●保存対象 ラインクロス人数カウント＋エリア内人数カウント、ラインクロス人数カウ

ント＋エリア内人数カウント＋ヒートマップ    
●HTTP 送信の通知先   ４つまで設定可能    
●検知エリア設定数   最大 8 つ    
●アラーム発生条件（人数） 1~100 人    
●アラーム発生条件（時間） 1~600 秒    
●アラーム通知動作設定  周期通知、継続通知、初回のみ通知 
●ONVIF Metadata の送信間隔 15 秒、1 分    
 
■ヒートマップ     

●感度設定     人物判定感度    
●ONVIF Metadata の送信間隔 1 分、5 分、15 分   
  
■AI 動体検知     

●感度設定     人物判定感度、車判定感度    
●検知条件数     2 つまで設定可能（検知設定 1，検知設定 2）    
●検知エリア設定数   最大 8 つ    
●検知オブジェクト   人物、車（普通自動車）    
●検知モード     侵入検知、滞留検知、ラインクロス    
●時間設定     侵入検知時間、滞留検知時間    
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■制約事項 
 
共通事項 
本製品の「機能拡張ソフトウェア」をインストールするカメラは、地面に対して水平になるように天井に取

り付けてご使用ください。また、被写体の検知精度を上げるため、天井に取り付けるカメラは 2.5m ～ 5.0m

の高さに設置することをお勧めします。 

 

以下のような場合、被写体を検知しにくい、または失報や誤発報、人数計測精度の低下の原因になる場合が

あります。 

●背景と被写体の輝度差（明るさの差）が少ない。 

●夜間など、映像の輝度が低い。 

●被写体にピントが合っていない。 

●被写体がぶれている。 

●被写体の動きが速すぎる、または遅すぎる。 

●被写体が小さすぎる、または大きすぎる。 

●被写体が白飛び、あるいは黒潰れしている。 

●被写体が魚眼映像の周辺部でカメラに向かう、若しくはカメラから離れる方向に移動している。 

●プライバシーゾーンや他の被写体などに隠れて、被写体が一部しか映っていない。（目安：人物の場合は肩

上が 3 分の 2 以下しか映っていない） 

●人物が横たわったり、倒れたりしている。 

●人物の身長が低い。（目安：120 cm 以下である場合） 

●人物が大きな荷物を抱えている。（例：荷台やベビーカー、車椅子を押している） 

●人物が独立歩行していない。（例：抱かれた幼児） 

●被写体が多すぎる。（目安：50 人以上） 

●複数の被写体が交差する。 

●屋外、窓際など光線状態が変わりやすい。 

●日光・車のヘッドライトなどの外光や水溜まりやガラスなどの光の反射が入る。 

●強い外光が差し込み、被写体やそれ以外の影ができる。 

●照明を点灯したり消灯したりするなど、照度が変動する。 

●天候が著しく悪い。 

●動物や虫が映る。 

●人物や車両のポスター、マネキンが映る。 

●カメラのレンズに水滴や汚れが付いている。 

●カメラが揺れている。 

 

その他の注意事項を以下に記載します。 

●カメラ高さは正確な値を設定してください。正確な値を設定することで、発報・計測性能を向上させるこ

とができます。 

●画面内に人物や車両のポスター、マネキン、木々の揺れ、自動車が頻繁に通っている車道、水面などの誤

検知要因が存在する場合、マスクエリアを設定することで、誤検知を減らすことができます。 

●画面内に被写体が多い場合、設定したエリアの外側やライン周辺以外の領域に対しマスクエリアを設定 

することで、発報・計測性能を向上させることができます。 

●設定を行う際は、カメラの設置状況・予想される被写体の動きに合ったエリア設定やライン設定を行った

あと、必ずその動作を確認してください。特に昼間と夜間とで照度などの設置環境が大きく変化する場合に

は、両時間帯で動作を確認してください。 

●電源投入後、カメラの設定変更後、およびカメラの画角が変わった場合、約 1 分間は発報・計測性能が低

下する場合があります。 

●画面内に検知対象が存在している間は、指定時間おきにアラーム発報を繰り返します。そのため、メール

や独自アラームも指定時間おきに通知されます（カメラ設定画面の［アラーム］タブの［アラーム無検知時

間］を参照してください）。 
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●以下の設定になっているなどカメラ本体の処理負荷が高い場合、被写体を検知しにくい、または失報や誤

発報、人数計測精度の低下の原因になる場合があります。 
●撮像モードが「魚眼＋ダブルパノラマ」「魚眼＋4 画 PTZ」の場合 
●データ暗号、SD メモリーカード録画などカメラ本体の複数機能を同時動作させている場合 
●ご使用のカメラによっては、AI 動体検知/AI 人数カウントアプリケーションを使用すると配信フレーム 
レートが制限されます。詳細は以下の URL を参照してください。 
https://biz.panasonic.com/jp-ja/products-services_security_support_technical-information 
＜管理番号：C0103 ＞ 

●本製品の諸設定、あるいはその結果で被る不便、損害、被害に関して弊社は一切の責任を負わないものと

します。 
●本製品の機能は、盗難、火災などを防止するための機能ではありません。万一発生した事故または損害に

関して、弊社は責任を一切負いかねます。 
 
 
ラインクロス人数カウントに関する補足事項 
本機能は、照度が安定した屋内の出入口でご使用ください。また、5M カメラを使用することをお勧めします。

以下のような場合、人数計測精度が低下する場合があります。 
●カメラから出入口ドアなどの計測地点までの距離が近過ぎたり遠すぎたりする。（推奨距離：1.0 m 以上） 
●計測地点を通過する人数が多過ぎる。（目安：1 時間あたりの通過人数が 5000 人（入店 2500 人・退店 2500

人）を超える） 
●計測地点付近で滞留が発生する。（例：計測地点付近に案内コーナー（インフォメーションなど）や店舗の

陳列棚があり、来店客が滞留する） 
●計測地点付近を計測対象ではない人物が通過する。（例：店舗出入口にカメラを設置しており、入店／退店

者数をカウントしたい場合に、計測ライン周辺を（入店／退店せずに）横切る人物がいる） 
●計測対象の人物が、設定したライン上を通過していない。（例：店舗出入口で設定したラインを通過する前

に、手前で左に曲がって店内へ進む） 
 
 
 
 
 
 


